第３回長南町過疎対策検討委員会議事録要旨
平成２５年２月１日　１８；３０開会　　第１会議室
　　　　　　　　　　　　　　　委員１０人全員出席　　傍聴者４名
　　　　　　　　　　　　　　　町職員　　西野総務課長　　唐鎌
１．開　　会
２．町総務課長挨拶 
３．経過等報告（資料確認）
委員より；本日の会議にあたり、今後のことも踏まえ、岩瀬委員を委員長とする案の提案があった。委員全員の了承があり、また、本人の承諾も得たので、今回より、委員長の職に就くこととなった。
４．協議・検討
石田アドバイザー；別紙資料に基づき、「交流促進のための首都近郊型農村交流事業」の提案があった。
その要旨は；町に人が来てくれることを考えないと、確実に人口は減るという状況になっており、それではどの様にしたら人が来てくれるようになるのか？の一提案です。その前に、「交流の時代」ということを説明しますが、総務省自治行政局過疎対策室のレジメを配布してあります。この調査を受けての過疎地域の定住対策の委員会が出来まして、その委員をやらせて頂いています。座長は千葉商科大学の島田晴雄教授です。その元となる資料の一部となっています。都会にお住まいの方々へのアンケート調査結果について、Ｐ５「田舎で何をして過ごしたいですか？」の質問に対して、①「景色や環境が良いところで生活」②「静かにのんびり過ごしたい」を併せてが６０％がとび抜けており、後は「アウトレジャー」３２％、「家庭菜園やガーデニング」２９％、その外は少数となっている。
　「場所を選ぶ際に、重要視することは？」の質問に対して、「自然景観が良いところ」の４０％が特に多くなっている。「田舎での滞在、居住拠点までの所要時間の希望は？」の質問に対しては、「１～２時間以内」が４３％と比較的多く、「３時間以内」は３８％あったとのことです。
Ｐ７では、「田舎暮らし」を希望している方の収入状況を調べた結果ですが、「年収７００万円以上」の方が、それより少ない方と比べ、３．２倍程度交流居住を実践する可能性を示している。年齢は「５０歳以上」で「２時間以内のところ」が多いという結果になっている。
Ｐ４に戻って、「どのくらいの方がニーズを持っているかについて」ですが、「交流居住についてどう思いますか？」「どの様な滞在施設を希望しますか？」ということに対して、交流居住に興味を持っている人で、「真剣に考えている。」「憧れている。」を併せて全体の８割であることが分かる。そこでこの３割の方に交流居住を「既に行っている。」「真剣に考えている。」「憧れている。」と回答した人に、「どのくらいの頻度で田舎に滞在したいか？」と聞いたところ、「有る季節や一定期間！」「週末や休日・休暇毎に！」が６７％となっている。「２時間以内！」「自然が豊富・綺麗！」「静かにゆっくり過ごしたい！」という希望を２割から３割の方が持っているという結果が出ている。Ｐ７に戻って、特徴が出ている
「２時間以内」と「２時間以上」で分けてありますが、「景色が良い」「静かにのんびり」その次に「家庭菜園やガーデニング」が２９％となっている。農耕については、「２時間以内」を希望していることが分かる。ここで言いたいのは首都圏にはしっかりとしたニーズがありまして、その首都圏のニーズに応えられる「自然が良くて」、「２時間以内で」を充足できる地域は、比較的限られていて、私が思っている好ましい地域は、「長南・睦沢・いすみ市くらいしかないのではないか！」と思っている。そういうことを前提とした提案となっています。
　続いて、提案書の方を見て下さい。こういったニーズにしっかり応えることが「交流人口が増え、地域活性化に寄与する方法ではないかな？」と思っております。
次に田舎暮らしのハードルの高さを低くする方法として、「どう下げるか」ということは非常に難しい問題だと思う。田舎暮らしのハードルは、「①家族の賛同を得られない。②費用がかかり過ぎる③家や耕作地を見つけるのが大変④住み続けられるか心配⑤田舎の付き合いが心配」等となっている。
提案事業の内容は、町内にある県工業団地予定地だったところの４０ｈａの土地を利用して、「農村交流施設の整備が出来ないか？」というものです。
そのままの形で農業利用ができること。未買収地を含んでいても活用できること。また、最終的には「トキ」が住める環境を売りに出来ることとなること。
昔は、千葉県にも「トキ」は住んでいたとのことです。
農村交流施設の説明；貸農園・研修農場（１区画　１０坪程度）、自然体験施設（キャンプ場・遊歩道等）、管理施設（トイレ・シャワー等）
交流事業をどう行うか？については、イベントの開催、貸農園の運営、農業研修（野菜づくり等）事業、農村生活研修（農村文化・自然学習・ラウべの製作等）２）農業研修（耕作放棄地の再田化、農耕研修）、林業研修（森林整備研修・間伐材等の利用）
自分たちで村づくりそのものを行う。開拓団みたいなイメージ。今すぐにでも事業化出来ること。
事業経費については、自治体の失敗から多くのことが学ぶことが出来る。①初期投資の大きい事業は状況の変化に対応できず失敗する。②良き指導者がいるときのみ事業が上手くいくこと。③受益者負担を基本とした事業展開（初期投資を少なくできる工夫）
委員長；この提案計画について意見を求める。
委員；企業庁からの無償譲渡について、具体的にはどうすることで可能なのか？
石田アドバイザー；企業庁は現在終了しようとしている。経営体のスリム化です。いすみ工業団地予定地は昨年市町村に無償譲渡されました。というように、町が計画を示して要望すれば、県側が判断し、譲渡が可能となります。
委員；いすみ市はどういう計画で要望したのか？
石田アドバイザー；農村広域公園という形です。
委員；初めて水沼にその様な土地があることを聞いたが、それ以外に国・県所有のまとまった土地があるのか？企業所有でも良いが！開発しようとして買い上げているものの中で！　町の方にお聞きしたい？
町；豊原地先、坂本地先、蔵持地先等において過去の宅地開発予定地でまとまった土地はある。企業等の所有であり、すべて買収されていない部分もあり、一団になっていないところもある。
町；この計画では、面積がどの位必要で、また、この土地以外に実施可能な土地は考えられるのか？
石田アドバイザー；問題は田舎で事業を行う場合、個人所有の権利がいろいろある小規模な土地をひとつひとつまとめて事業を行うことはものすごく大変なことです。すでに集約されているところは、事業が発展するためには非常に有効であると考えます。どこかでモデル的に行えば、それが先例となり、また、良い結果が出れば波及効果が生まれ、事業が発展する。未来に対する確証が無いのに自分の土地を提供することは、リスキーな面もあるので住民の方からも賛同を得にくい。
町；まとまっている土地が良いとのことは分かりましたが、面積がどの位必要なのか？
石田アドバイザー；農地が１８haあり、どう使うかという問題はあるが、最初は１～２haでも良いと思う。こういう事業というものは、失敗だらけで、繰り返し行うことで個人の要求・考え方・方針等の違いがあり、それをそれぞれ展開出来るような充分なスペースが必要という様に考えている。また、そういう自由な展開が出来ることがこの計画の魅力のひとつと考えている。「夢の実現の場の提供」という面もある。
町；農地は多い方が良いということですか。山林などはどうですか？
石田アドバイザー；その木を使って家を作ろうとか、例えば、ドイツ村なんかは、その１区画を借りて施設を建設して、５００円の入場料をいただいて営業を行っているような事例もある。外国人の方は、自分の好きな木を植えて行くとか、植え替えて行くとかというケースもある。
委員；「先ほど開拓団みたいなやり方・・・・」という説明がありましたが、具体的にはどのようなことをするのか？
石田アドバイザー；まず、道から作る。水を得るにはどうしたらよいか？ヨーロッパでは「ラウべ」というんですが、住むところを考えて、最初はキャンピングカーでキャンプをするようなスタイルから、自分で作業し家みたいなものまで作ってしまう。作物をどうやって作るか？最終的には村をどうやって作っていくか？「現代社会においての体験の場づくり」であり、それを１０回位でも繰り返し体験できる広さを持っていること、くりかえして行うことができることがひとつの魅力になると思う。
町；全国でこのようなことをやられている例、似たようなケースはあるのでしょうか？
石田アドバイザー；松本市のクラインガルデン型がある。増殖的に広がっていくパターンです。ラウべ、菜園地、中心施設からなるもの。ただ、初期投資が大きい。外では、香取市でクラインガルデンを　１棟　１０００万円で建てて、月５万円で貸している例がある。行政が行う場合は、相当な初期投資が必要であり、自分で作って自分で楽しむ方が初期投資が少なくて済む。デンマークの方が小田原に自分で作って住んでいるケースだと、５０万円程度で行ったとのこと。
委員；ヨーロッパでは、週末になると出かけて行くというところがある。そこに建っている小屋は住居ではなく、一晩くらいは泊まれ、食事も出来る。そういう生活を日本人がどれだけ出来るか？だんだんとそういう風にはなっていくのだとは思うが！どういう風に利用するか？最初に理念を持っておかないといけないだろう。そういうことをしないと、多様な方が来て、それぞれのことを行うと、収まりがつかないこととなってしまう恐れがある。日本人は、畑の真ん中に家を建てて平気ですが、外国人はそういうことはやらない。田園みたいなところは、そういう利用を行うという概念がしっかりしている。ルールをしっかり引けるかどうか？この計画は非常に良い計画だと思う。後は誰が指導していくか？だと思う。 
委員；事業失敗の中に、「経費がかかり過ぎる」という記載があるが、その三番目に「良き指導者がいるときは良いが、いなくなるとダメになる。」と書かれているが、今言われた通りだと思う。そのルール作りの最初の部分がしっかりしないと逆に言うと勝手なこととなってしまう。いい意味での寄りあいも最初の話し合いで良い方向に行くかどうかが鍵になるのではないか。上手くいかないと大変なことになることもあるのではないか？この点の核になることが書かれていないのですが？
石田アドバイザー；ヨーロッパが何故都市と農村が分かれているか？理由があるのです。ひとつは都市計画は毎年行うこと。土地の使用に関しては、公的な介入が出来ること。イギリスでも、ドイツ、フランスでもアメリカでも自分たちの歴史の中で介入できる手段を持っている。つまり、あまり変な所に、変なものが出来ない様に介入する手段をもっている。都市計画作りに市民が参加出来ることと、行政が介入できることで土地利用をきっちり抑えている。日本の場合は、私有財産制が余りにも強すぎて、個人が何でも出来る。それゆえに行政の力が極端に弱いのでだからバラバラになってしまう。近郊整備地帯で守っていたが、それも弱くなってきている。茂原・東金、特に茂原が拡散してきている状況となっている。個人的に土地を渡している（土地売買）。ところがこの計画の場合は、行政が土地を持っているので、統一的な土地の利用ができること。また、ある設定をした方々のみ入れればよいので縛りの度合いが異なることとなる。
委員長；町が譲渡を受け、計画を進めていければ、ルールを度外視した利用の仕方はある程度排除することが出来るだろうと思う。外にありますか？
委員；市原市でも市民農園的なものがあるが、それとは形状としてちがうものとなるのか？
石田アドバイザー；都市近郊で１５㎡５０００円で貸し出すものがある。それとは異なり、週末に農業・土いじり・自然を楽しみたいというスタイルがありこの２パターンの魅力がある。農耕をやりたい方々にこの価格に比例して設定をしても無理。下げざろう得ないし、タダでも他の手間賃・管理料とかの形で交流ビジネスが成り立つ要素がある。
委員長；それではこの件については一応終了し、活性化・過疎対策の抑止の為の施策案として、他の委員の皆様の提案等あればお伺いしたいと思います。
委員；「日本でもっとも美しい村」について、第１回目から話題になっておりますが、実際東京の事務所に行って話を聞いてきたので報告させて頂きます。
Ｎ委員さんと一緒に行って参りました。年間会費　住民１人当たり２５円外年２０万円の会費はどのように使われているのか？ということも含めて報告させて頂きます。
今この「日本でもっとも美しい村」連合に加盟している団体の事務局は、東京にあって永年地域づくりのコンサルをやってきた方（山田様４７歳）で、コンサルタントも続けながら、連合の事務局長も行っているとのことでした。年間２４００万円の会費収入があって、１４００万円が全国の加盟市町村４９団体からの会費だそうです。他に協賛企業等から１０００万円の寄付があるそうです。支出は、人件費８００万円、会員のコミュニケーション４００万円、連合の集まりイベント（サミット等）に３００万円、残りは審査費用に使われているとのことでした。印象も含めて話をさせて頂きますが、「登録したからといって、何もしません」とのこと。「登録することで町の宣伝をしてくれるとか、何かやってくれることを期待するとか思われるかもしれませんが、特に何もしません。登録する（審査をとおること）ことによって既に美しい村になっていると考えている。」とのことでした。町民・町が「美しい村なんだという自覚を持って登録をしてほしい」とのことでした。今は審査を非常に厳しくしているとのことでした。４９市町村登録しているそうですが、ギリギリ合格のところがほとんだそうでそれくらい厳しいとのことです。これについて連盟は、「登録事務」ではなく「運動」であるとの考え方ですとのことでした。日本の古き良き文化・伝統を、維持継続伝承していくためのものと考え行っている。日本の美しさの底上げを行っているんだとのこと。登録することで皆で作っていくというような感じで。また、審査に行った時、郷土料理を出してくれたそうですが、町の人は「おいしいからどうぞ！」と言って出してくれますが、審査委員は世界中のものを食べているので、その感覚の中で判断させて頂いているとのことでした。（「本当においしいものを、世界に発信出来るものになってほしいから、審査は厳しくしている」とのこと。）「日本でもっとも美しい村」連盟は、日本の美しさを上げて行く運動だというところに感銘を受けた。ここで長南町を考えたときに、「こんなに耕作放棄地が多いのに、美しいと言えるのだろうか？」とか意見が出ていて、町の全体の方々の心の総意として、これを目指そうという気運には少し欠ける気がしました。登録するしないに関わらず、過疎を考えて行く上では、こういう気運を考えて行くことも必要なのではと思いました。それでも自分自身は美しいと思っているから、何かアクションを起こしていきたいと考えています。今後「町民が一丸となって！」とか「議会の承認が必要」という面もあることも踏まえる中で。
委員；「日本でもっとも美しい村」連盟加入は、最初７つの村しかなかったものが、７年経過し４９団体になった。それから審査で落ちるところがひとつもないこと。もう１点大事なことは、「子どもたちが自負を持っているということ」。近隣に対して「美しい村であることの自負を持っていること」そして、小学校でアクションをおこしていること。言いたいことは、地元の方が「美しいと思ってないこと」が残念に思う。少なくても委員の中でも、町外から転入してきた方は「長南町は美しい」と感じている。この点を是非再認識して頂きたい。町でも、第４次総合計画の中で、「この美しい自然を残していきたい」と記載されており、その美しさに対して自信を持っていただき、そのことが強いインパクトとなると思う。交流事業にしても、みんなが来てくれる色々な対策を行う中でも、それまでとは異なると思う。首都圏でこの連盟に登録しているところは一つもない。もし、長南町が登録出来たならば、少なくてもマスコミは飛びつきます。その時、町が、町民がどういうプレゼンテ―ションをしていくか？また、どういう人に来てほしいのか？どういう町か？どういうことが大切だと思っているのか？というような点について聞かれると思うので。
委員長；具体案が少しづつ出てきているように思う。自然が綺麗ということや、過疎対策の方向性を出す中で、やはり順番があると思う。どういうところから始めて行くのか！も重要ではないか。
交流人口の増加　⇒　定住促進　⇒　人口増加。　　
長南町をどのようにＰＲしていくのかも重要と考えます。私が少し考えてきたものを発表させてください。　　資料配布する。
委員；美しい村の登録に関し、町の中でもっともっと話題となり、議論され申請となるように！また、少なくても住民の半分の方々の理解賛同が得られないと意味が無いのではないか？そこまで時間がどうしても必要と思う。例えば、町等が美しい村登録に向け、キャンペーンを行ったり、住民の賛同を頂くような企画をし、充分周知してからでないとと考える。
委員；失礼な言い方かもしれないが、長南町の元住民の方々の意識の低さ、「長南町の良いところはどこですか？」と聞いたときに、「何もないよ！」と応える様では、過疎を色々考えるにあたっても、何をやっても成功しないと思う。転入者から見れば、町は、美しさ・良さは充分あると思う。あるから長南町に来たわけです。その意識の改革が先になくてはいけない。その意識改革をするために何をしなくてはいけないか？を委員長は言っていると思うのです。
これは大変もっともな話です。なのでその前段階の企画をしていきたい。つまり何かが始まっているということは、周りの新聞・メディアを通じて出来ると思う。そこに結果がついて来れば、町民の方の方もついてきてくれると思う。異なる団体においてもそのことを目的に動いていますが、過疎対策検討委員会で具体的に何を企画して行っていくか？ということが良いのではないかと思う。私説でも良いと思うので次はこれに向かって何をしようとひとつの行動の流れを作っていくのが具体的でよいのではないか？と思うが如何でしょうか。
委員；大部アイスブレイクしてきたと思う。取りあえずいろんなことを出してみる。そしてそれから「町の無いもの探し」を行うのではなく、「有るもの探し」を行うことが良いのではないか？「夜空の星がきれいだ！」とか「みどりが素晴らしい」とか「紅葉が綺麗」とかいろいろ有ると思う。また、例えば「資源カレンダー」的なものや、「それぞれ各家庭が持っている料理」はすがキャラクターであれば、「蓮料理の品評会の開催」等いろいろな活性化が浮かんでくる。（可能だと思う。）色々なものを出してみる。そして、その後順番を付けて考えてみるようにしたらどうか？そういう中に３本柱があるなら、チームを作って対応しようとか、また、町や議員さんの部分が必要であればその様な構成をして行ってみるとか、とにかく皆さんの意見をいろいろ出し合ってみることが必要だと思う。それから仕分けに掛かれば良いのではないか。
委員；その通りだと思う。具体案を出してどれから行動しようか？とする方が流れが良いのではないか。
委員；壮大な計画の前に、小さなものでも、全員でひとつのものから始めるのでなく、プロジェクトチームのようなものを作って、分かれても良いのではないか。簡単に少しのことからでも出来るものから始めることが大事ではないか？
委員；綿密な計画までではないが、私の考えとしては、子育て支援、商店街の活性化、無農薬のお米の販売を町の活性化・過疎対策として実施したいと思っている。
委員；「日本でもっとも美しい村」に向けてのキャンペーンを行うことと、交流人口を増やす目的で、長南組として東京築地本願寺の朝市に野菜を持っていって販売に参加したことがあったが、定期的に月１回でも良いのでそういうことを始めてみたらどうか？都会の人と触れ合って継続すること。１回や２回ではどうにもならない。「本当に良いところなら、遊びに行ってもいいかな」と思うと思う。
委員；今日持ってきた考えなのですが、訪問オフィス、ＳＯＨＯＯの実現なのですが。ネット社会でスモールオフィス・訪問オフィスが多分出来るだろうという時代になって来た。都心だと事務所経費もばかにならず、ひとり分のデスクさえままならず、共有したり、更には「家で仕事をしてください」という会社も出てきている。ネット社会においてそういうことも可能となってきた。特にＩＴ企業はそうです。そうなるとやはり今田舎暮らしで若者を呼び込もうとしても、やっぱり仕事が無いことにはいくら「景色が良い」「環境が良い」からといって若者をどんどん呼び込むことは出来ない。そこで訪問オフィスをやるには、「月１回または週１回は会社に来て下さい」というところがほとんどである。家で仕事をするというのは、大変不安な面がある。自分を律しなくてはいけない。そのプレシャ―は非常に大きい。実は私の勤務していた会社の一部の方はそういう人がいました。私は異なっていたがそういうことを目で見ている。メンタル面では、家で一人で仕事をするということは余程自分に強い方でないと出来ない。そういう人たちを長南町は受け入れる町なんですよ！と。町に行くと、訪問オフィスの横のつながりの社会があるんだということになると、来る方々に対しても非常に心強い。横社会を作れるようなことを推進していければ、そういう方々が集まってくる。ましては、圏央道が出来て東京まで日中でも１時間程度となると、地理的に非常に便利になる。そういう利点がある。日本においては、訪問オフィスを受け入れしているところは現在ない。行政として受け入れる施策を前面に出していけるとしたら、経済的な支援とか、場合によっては、税の補助とかも検討していただけたら、また、町としての独自の施策（住民登録をしたら何かのメリットがあるとか）。町は、「訪問オフィスを受け入れる町なんですよ」ということを宣言し、ＰＲできるとしたら良い方向にいくのではないか？お金をかけなくてもよいと思う。
町；町内全部をワイファイにすることは条件ですか？
委員；ＩＴ企業を誘致すること。税収を増やす目的で行われていた。
委員；ひところは沖縄がそうであったが、最近は中国上海とかにどんどん移っている。コールセンターなど。
委員；私もやりたかった一つなんですが、私もホームワーカーのひとりです。家で原稿を書き、写真を撮り、締め切りに間に合う様に提出するというようなことを行っています。スモールオフィスについては、ＩＴ関連が注目されそうですが、アート関係も住むところを探しています。陶芸家は煙を出したり、金属を加工する方々は、音を出したりする。人が増えれば税収も増えるし、少しでも保険が安いとか、税金を安くすることは出来ないにしても、何か補助制度を作るとかの方法があるのではないか？と思う。
委員；ヤネダンの迎賓館とかの例があるが！
委員；同じ手法・考え方であると思う。人が増えることは、住みよさをアピールすることなので、又それに付随してＳ委員さんの言っていた様に、商店街の使っていない家を利用して、アート作家に来てもらい（呼び込む）、アート作家は自分でレイアウトしたり、飾ったりするので、すると商店街がだんだん明るくなり活性化していくこととなると思う。また、例えば市場を復活させたりして！
委員長；町には核がない。イベントを行ったりして活性化をして何とかして人を増やしていくことが必要ではないか。今日は自分の考えではあるが、少しまとめてきたので見ていただきたい。
資料配布する。
委員長資料に基づき説明する。
委員；長南町は農業の町なので、無農薬のお米を売りに町外から外貨を稼ぐようにしないといけないのではないか。「長南町のコシヒカリはおいしい。しかも自然栽培です。」というようなことになると、町外から買いに来るのではないか？農業を体験したい人も無農薬栽培をやってみたいと思い来るのではないか？是非この中に含めてほしい。
委員長；この案はたたき台なので、全然問題はありません。
委員；定住型農業の中に米作りの項目を含めてほしい。
委員；米だけでなく野菜もそうだと思う。
委員；町では既に行っている人もいるが、無農薬作りは非常に難しい面がある。自分が実践していても、近隣の田畑から農薬が飛来して来てしまう。その現状の打開と、同じ土俵で野菜等作っていても結局は価格等を比較されてしまうので難しさがある。やっぱり、無農薬・自然栽培の野菜等売りにすると、町内では売れないかもしれない。もう一点は、日本は法律でその農薬その周辺も含めて全て縛ろうとしている。実験中なので、これは私が調べたところなのですが、実はやるべきところではやっているということが分かったので、今は無法状態だそうです。研究している最中だそうです。日本全国或いは首都圏では買いたいと思っている人は沢山いるので、私は農家でないので余り詳しいことは分からないがいい方法だと思う。
委員；完全無農薬でやるには、気候が非常に左右する。ここは温暖地なので非常に難しい。努力することによって少しづつ少しづつ減らすことは出来ると思う。それが全対的になればいいんですけど。でもそれは、農業をやる人の意識が変わらない限り難しい。
委員；その通りで、意識を変えるためにもいいものが売れて行き、自然の姿が出来ればそれに賛同する人は増えると思うので！
委員；仲間を少しづつ増やしていくしか方法は無いと思う。
委員；無農薬と言うだけで高く売れる。
委員；それは審査するところがあってしっかり確認していただかないといけない。
委員；除草剤をまけば草を取らなくてもよいが、無農薬だと取らなくてはいけない。
委員；農薬でお金をかけて安く売るんであれば、無農薬でお金をかけずに高く売ったらどうか？
委員；そうは思うけどそうではないです。人間も手がかかることとなり、エネルギーがいることとなる。薬をかける方がずっと楽なんです
委員；手間をかけて、町外から収入を得るようなことを考えたらどうか？
委員；農業を少しやっておりますが、３０年スパンで考えないと難しい。そんな短期間では無理です。だから、「トキ」書いてくれたのはそういうことだと思う。無農薬ではなく、「トキが住める場所ですよ！」というそこがひとつの象徴だと思う。石田さんが書いてくれた真意ではないか。
石田アドバイザー；隣のいすみで「コウノトリ」の関係で農薬の話が出て、かなり市側がいろいろ説明するのですが、８０歳以上の人が無農薬では働けないだろう。農家の方が農薬を使って健康に被害があると分かったのは、途中段階なのです。農家の方が健康に被害があるということを知識も持たないまま、農薬を使っている可能性があって、本来法律関係を含めてしっかり縛られてなくてはいけない。
委員；ミツバチが死ぬのは人間にも起きることなので、小さい体なので人間に見せてくれているのだと思う。本当に事実何が起こるのか私たちは知る必要があると思う。そうしたら危機感を感じて変わらなきゃいけないと思うと思う。
委員；発がん率が高くなっているのは、完全に農薬ですよ！
その知識を持つ人しか農業が出来ないかもしれないというシステムなのです。そういうことがないまま、途中段階で起こってしまったので、今処理の使用の無いようになっています。一番言いたいのは、個人が農薬を使うのでなく、地域としてどうしていくか？設計しなくてはいけないが、個々の影響で行っているので、そこは地域全体でどうしましょうか？と言われるように３０年計画できっちりやっていかざるをえない。大きな問題で、しっかり取り組んでいかなくてはならないと考えています。
委員；本当に手間がかかるんです。
委員；ただ、現実的に町でやられている方がいるので、その方にならって、少しづつ増やしていけたら、そういう条件が揃ったところでは出来ると思うんです。山間の谷津田だとか、自然の水の集まってくる場所だとか、手間をかけられる場所だけでなく、人もそうですし全て変わってくると思う。ただ、今やれば１０年後は変わってくると思う。人も広まると思う。
委員；だから始めたときが得な時で、きを見ていてもしょうがない。
石田アドバイザー；地域全体で害虫が湧いたり、そういう事態を想定していない。だから地域的な実験が必要で、そういうものを行政側が力を入れて今後行っていかなければならない。という気がします。都会の人が田舎に住んで逆に何というか環境が悪いひとつの要因は農薬の問題ですので、何とかちゃんとして頂きたいですね。
委員；まあ、農薬って薬をかけないから、草が生えない虫が出ないでは無くて、無農薬によって草が生えない、虫が付かないということを実践している人もいるので、必ずしも行政だけでひとこと小さな運動としてこのグループで始まったひとつの方向性ということなのでそれはやるかやらないか今後の相談ですので今ダメだダメだと言っても何も進まないので。ごく少数でもいいからやってみてそれが売れれば周りの人はついてくるというのはどんな業種でも変わらないと思うのでひとつのアイデアとして入れるのはよいのではないか。
委員；長南町はとても文化と歴史があるというが、田んぼが一番多いです。その田んぼを上手く使わない手はないのではないか？
委員；その通りだと思う。伝統を継承しつつ新しい形で作っていくって、本当の伝統文化になっていくと思うんですね。日本ましては世界に誇れる米作りにしていくにはひとつの手段ですね。同じ農薬米を売っていても価格は変わりませんが半分しか取れなくても、価格が２倍３倍で売れれば得な訳ですから。それは強く推したいところのひとつですね。
Ｉ委員他；長南フェステイバルの開催について、色々なものを一緒にして１回で行っているが、前のように分散開催した方がゆっくり多く見られる気がするが！分散開催も再度検討してみたらどうか。
委員；何か催し物をやってもあっという間に終わってしまう。無償配布のみに人が集まってくる。それを目当てにしている人そうではなく、少しでも良いのでお金を出して本来の目的をもう１回考え直して、有意義な交流の場・イベントにしたらどうか？
石田アドバイザー；今後いろいろ出たことを深く掘り下げて行く中で、町として「これは可能、これはこういう理由で難しい」ということもあるだろう。町との意見の交換を行い進めて行く必要があるだろう。今回も沢山のことが出ているので、第１段階としてまとめ、１回整理をし、次回みんなで再度確認してみましょう。
委員；ここには仕事が無いのではなく、農業をやりたい人の通勤圏ですよ。それが仕事なんだよと。だからこそ実際に農業を週末に行うことが可能ですよと。そこのところは非常に重要で、ホームオフィスという考え方ももちろんあるし、両方のことで言うと仕事の利便は実はあるということ、なおかつ自然も農地も一杯あり、緑もゆたか。仕事が無い無いと言っていないで、そういった点もアピールし、定住促進を進めていったらとも思う。
委員；町として何が可能か？教えていただきたい。
委員長；まとめに入る。
次回の開催日程を協議
次回開催　　２月１５日午後７時で了承される。
２０時３５分　　終了
